
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
事
業

《
調
査
研
究
事
業
》

は
じ
め
に

世
界
遺
産
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
は
、

福
岡
県
・
宗
像
市
・
福
津
市
・
宗
像
大
社
か
ら
な
る
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
世
界
的
に
大
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
も
沈
静
化
し
、
漸
く
人
流
が
戻
る
と
と
も
に
、
対
面
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
調
査

な
ど
も
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
よ
う
に
慌
た
だ
し
く
過

ぎ
去
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
以
下
、
各
調
査
研
究
の
概
要
を
以
下
に
報
告
す
る
。

一
　
特
別
調
査
研
究
事
業

世
界
遺
産
委
員
会
登
録
時
の
勧
告
に
も
と
づ
き
、
本
遺
産
群
に
関
わ
る
古
代
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
航
海
や
交
流
、
祭
祀
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
二
〇
一
八
年
よ
り
進
め
て

き
た
。
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
二
〇
二
一
年
度
に
か
け
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
今
年
度
は
、　

よ
う
や
く
沈
静
し
た
こ

と
も
あ
り
、
対
面
で
行
う
調
査
や
会
議
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
お
け
る
航
海
・
交
流
・
信
仰
に
関
わ
る
文
化
遺
産

や
博
物
館
等
の
視
察
と
し
て
能
登
半
島
と
対
馬
を
訪
れ
た
。

ま
た
今
年
度
は
本
事
業
の
最
終
年
度
と
し
て
、
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
航
海
や
交

流
、
海
洋
信
仰
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
視
察
お
よ
び
三
度
の
国
際
検
討
会
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
宗
像
・
沖
ノ
島
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
各
委
託
研
究
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
的
見
地
か
ら
報
告
文
を
作
成
し
た
。

総
括
検
討
会
で
は
、
各
委
託
研
究
者
が
提
出
し
た
報
告
文
に
基
づ
き
報
告
を
行
い
、

そ
れ
を
元
に
航
海
・
交
流
、
祭
祀
・
信
仰
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
討
論
を
行
い
現
時

点
で
の
到
達
点
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。

成
果
報
告
会
は
本
事
業
の
成
果
を
一
般
向
け
に
公
開
す
る
も
の
で
、
各
報
告
者
が
講

演
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
総
括
す
る
形
で
の
討
論
が
行
わ
れ
た
。

各
委
託
研
究
者
の
報
告
文
を
含
む
本
事
業
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
今
年
度

末
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。

視
察
一　

石
川
県
能
登
地
方　

令
和
四
年
八
月
一
〇
日
か
ら
一
二
日

二
〇
二
二
年
度
調
査
概
要
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八
月
一
〇
日　

羽
咋
市
歴
史
資
料
館
、シ
ャ
コ
デ
廃
寺
、寺
家
遺
跡
、　

気
多
大
社
、

滝
大
塚
古
墳
、
福
浦
港

八
月
一
一
日　

舳
倉
島
、
真
脇
遺
跡
縄
文
館
、
穴
水
大
宮
、
重
蔵
神
社

八
月
一
二
日　

白
山
神
社
、
岩
倉
寺
・
石
倉
比
古
神
社
、
上
時
国
家
、
禄
剛
崎
、

須
須
神
社
、
見
附
島

参
加
者
：

佐
藤
信
（
専
門
家
会
議
副
委
員
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
歴
史
学
）　

秋
道
智
彌
（
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）

笹
生
衛
（
國
學
院
大
学
教
授
、
考
古
学
（
祭
祀
・
神
道
））

田
中
史
生
（
早
稲
田
大
学
教
授
、
歴
史
学
（
交
流
））

禹
在
柄
（
韓
国
・
忠
南
大
学
校
教
授
、
考
古
学
（
交
流
））

王
海
燕
（
中
国
浙
江
大
学
教
授
、
歴
史
学
（
交
流
））

岡
寺
未
幾
（
福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室
）

大
高
広
和
（
九
州
国
立
博
物
館
）

池
ノ
上
宏
（
福
津
市
文
化
財
課
）

福
嶋
真
貴
子
（
宗
像
大
社
文
化
局
）

視
察
二　

長
崎
県
対
馬
市　

令
和
四
年
一
一
月
四
日
か
ら
六
日
。

当
初
、
令
和
四
年
三
月
の
予
定
が
コ
ロ
ナ
に
よ
り
延
期
。
九
月
に
予
定
し

て
い
た
が
台
風
に
よ
り
中
止
、
再
調
整
の
上
、
十
一
月
の
実
施
と
な
っ
た
。

一
一
月
四
日　

⼩
船
越
・
西
漕
手
、
⼩
船
越
・
阿
⿇
氐
留
神
社
、
梅
林
寺
、
烏
帽

子
岳
展
望
所
、
仁
位
・
和
多
都
美
神
社
、
千
尋
藻
・
六
御
前
神
社
、

佐
賀
・
円
通
寺
、
佐
賀
・
和
多
都
美
神
社
（
宗
像
八
幡
宮
）、
胡

籙
御
子
神
社
、
大
増
・
宗
像
神
社

一
一
月
五
日　

豊
・
那
祖
師
神
社
、
千
俵
蒔
山
展
望
台
、
佐
護
・
天
神
多
久
頭
魂

神
社
、
佐
護
・
神
御
魂
神
社
、
⽊
坂
・
海
神
神
社
、
⿊
瀬
・
⿊
瀬

観
⾳
堂
、
鶏
知
（
け
ち
）・
根
曽
古
墳
群
、
対
馬
博
物
館
、
厳
原
・

八
幡
宮
神
社

一
一
月
六
日　

⾖
酘
・
多
久
頭
魂
神
社
、
浅
藻
・
天
道
法
師
塔
（
表
八
丁
角
）、

天
道
法
師
祠
（
裏
八
丁
角
）、
⼩
茂
田
浜
、
⼩
茂
田
・
⽮
立
山
古
墳
、

曲
集
落
、
鶏
知
・
住
吉
神
社

参
加
者
：
溝
口
孝
司
（
専
門
家
会
議
委
員
、
九
州
大
学
教
授
、
考
古
学
）
・
秋
道

智
彌
・
田
中
史
生
・
禹
在
柄
・
岡
寺
未
幾
・
大
高
広
和

総
括
検
討
会　

令
和
四
年
一
二
月
一
七
・
一
八
日
（
土
・
日
）

場
所
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡
市
内
）

報
告
一　

秋
道
智
彌

「
先
史
・
古
代
の
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界

－

航
海
と
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
み
た
世
界
遺
産
モ
デ
ル

－

」

報
告
二　

禹
在
柄

「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と
竹
幕
洞
祭
祀
遺
跡
か
ら
み
た
倭
国
と
百
済
と
の
交
流
」

報
告
三　

笹
生 

衛

「
宗
像
・
沖
ノ
島
に
み
る
祭
祀
の
意
味
と
中
世
へ
の
変
容
」

報
告
四　

田
中
史
生
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「「
秦
氏
本
系
帳
」
と
宗
像
の
神
」

事
務
局
報
告　

岡
寺
未
幾
・
岡
崇
・
池
ノ
上
宏

「
登
録
後
五
年
間
の
調
査
研
究
成
果
に
つ
い
て
」

討
論議　

長　

：
佐
藤
信
・
溝
口
孝
司

討
論
参
加
者
：
王
海
燕

：
岡
田
保
良
（
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
長
）

：
鈴
⽊
地
平
（
文
化
庁
文
化
資
源
活
用
課
文
化
遺
産
国
際
協
力
室
）

成
果
報
告
会　

令
和
五
年
三
月
一
二
日
（
日
）

場
所
：
九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル

報
告
一　

秋
道
智
彌

「
航
海
と
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
た
世
界
遺
産
モ
デ
ル
」

報
告
二　

禹
在
柄

「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と
竹
幕
洞
祭
祀
遺
跡
か
ら
み
た
倭
国
と
百
済
と
の
交
流
」

報
告
三　

高
田
貫
太

「
古
墳
時
代
の
日
朝
交
渉
に
お
け
る
海
の
道
―
朝
鮮
半
島
南
・
西
海
岸
地

域
の　

倭
系
資
料
の
分
析
を
中
心
に
―
」

報
告
四　

田
中
史
生

「
秦
氏
と
宗
像
の
神
―
「
秦
氏
本
系
帳
」
を
手
が
か
り
と
し
て
ー
」

報
告
五 

笹
生
衛

「
宗
像
・
沖
ノ
島
に
お
け
る
祭
祀
の
意
味
と
中
世
へ
の
変
容
―
人
間
の
認

知
機
能
と
環
境
変
化
の
視
点
か
ら
―
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
沖
ノ
島
研
究
の
新
地
平
―
五
年
間
の
研
究
を
振
り
返
っ
て
」

議　
　
　

長
：
佐
藤
信
（
司
会
）・
溝
口
孝
司

パ
ネ
リ
ス
ト
：
岡
田
保
良
・
鈴
⽊
地
平

（
福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

岡
寺
未
幾
）

二
　
宗
像
大
社
に
か
か
る
調
査
研
究

（
一
）
考
古
資
料

考
古
資
料
の
調
査
・
整
理
作
業
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
宗
像
大
社
・
宗
像
市
文
化

財
課
を
中
心
と
し
て
、
福
岡
県
文
化
財
保
護
課
、
同
世
界
遺
産
室
、
同
九
州
歴
史
資
料

館
、
宗
像
市
世
界
遺
産
課
で
行
っ
て
い
る
。

ア
．
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
の
奉
献
品
の
保
存
管
理

宗
像
大
社
の
所
蔵
す
る
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
は
、
宗
像
市
沖
ノ
島
で
四
世
紀
後
半
か

ら
九
世
紀
に
か
け
て
行
わ
れ
た
国
家
的
祭
祀
の
奉
献
品
で
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）

年
か
ら
四
六
（
一
九
七
一
）
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
三
次
の
学
術
調
査
の
出
土
品
と

島
内
で
不
時
発
見
さ
れ
辺
津
宮
へ
移
さ
れ
保
管
さ
れ
て
き
た
伝
世
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら

約
八
万
点
を
数
え
る
国
宝
は
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
） 

年
の
指
定
か
ら
六
〇
年
以
上

経
過
し
、
近
年
、
保
存
管
理
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
本
国
宝
を
後
世
へ
確
実
に
継
承
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
保
存
管
理
お
よ
び
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活
用
等
の
基
本
指
針
を
定
め
る
た
め
、
所
有
者
で
あ
る
宗
像
大
社
が
事
業
主
体
と
な
り

令
和
四
年
度
か
ら
二
ケ
年
で
国
宝
福
岡
県
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
出
土
品
な
ら
び

に
国
宝
伝
福
岡
県
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
出
土
品（
以
下「
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
」）

保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
年
度
は
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
保
存
活
用

計
画
策
定
委
員
会
及
び
、
宗
像
大
社
・
福
岡
県
九
州
歴
史
資
料
館
・
宗
像
市
で
構
成
さ

れ
る
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
保
存
活
用
計
画
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、

月
一
回
程
度
の
ワ
ー
キ
ン
グ
及
び
三
回
の
委
員
会
を
開
催
、
さ
ら
に
出
土
品
や
施
設
環

境
に
関
す
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
策
定
委
員
会
委
員
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
計
画
の
章

構
成
は
全
一
三
章
と
し
、
八
章
ま
で
の
作
成
と
審
議
を
終
え
た
。
な
お
、
現
段
階
の
章

構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章　

計
画
策
定
の
経
緯
と
目
的

第
二
章　

指
定
に
至
る
経
緯
と
基
本
的
情
報

第
三
章　

本
質
的
価
値
と
新
た
な
価
値
評
価
の
視
点

第
四
章　

現
状
と
課
題

第
五
章　

大
綱
と
基
本
方
針

第
六
章　

調
査
研
究

第
七
章　

保
存
・
管
理

第
八
章　

活
用

第
九
章　

防
火
・
防
犯

第
一
〇
章　

施
設
整
備

第
一
一
章　

運
営
・
体
制

第
一
二
章　

施
策
の
実
施
計
画
の
策
定
と
実
施

第
一
三
章　

経
過
観
察

（
宗
像
市
文
化
財
課
・
白
⽊
英
敏
）

イ
．
国
宝
管
理
台
帳

二
〇
一
八
年
度
以
降
、
宗
像
大
社
、
福
岡
県
、
宗
像
市
と
一
体
で
国
宝
管
理
台
帳
の

作
業
を
進
め
て
い
る
。
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
の
管
理
は
、
こ
れ
ま
で
紙
台
帳
で
管
理
さ

れ
て
き
た
が
、
二
〇
二
〇
年
以
降
、
国
宝
管
理
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
進
め
て
き

た
。
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブM

U
N

A
K

A
T

A
 A

RCH
IV

ES

に
管
理
者
の
み
閲
覧

可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
き
た
が
、
個
別
デ
ー
タ
の
入
力
・
確
認
作
業
を
お

こ
な
っ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
基
本
台
帳
・
土
器
台
帳
・
貸
出
履
歴
・
保
存
処
理
履
歴

か
ら
な
り
、
基
本
台
帳
・
土
器
台
帳
が
管
理
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
台
帳
は
、
国
宝
の
管
理
番
号
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
現
時
点
で
管
理
番
号
か
ら

分
割
可
能
な
個
別
デ
ー
タ
を
登
録
。
管
理
番
号
に
基
づ
く
紙
台
帳
は
五
〇
四
頁
で
あ
っ

た
が
、
登
録
さ
れ
た
個
別
デ
ー
タ
は
七
七
六
四
点
と
な
る
。

土
器
台
帳
は
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
掲
載
の
デ
ー
タ
を
格
納
す
る
も
の
で
あ
る
。
土
器

に
つ
い
て
は
、
国
宝
の
う
ち
管
理
番
号
を
持
た
な
い
も
の
や
、
国
宝
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
も
の
も
あ
り
、
別
途
台
帳
を
作
成
し
て
い
る
。
土
器
台
帳
に
つ
い
て
は
、
第
一
・

二
次
調
査
に
か
か
る
も
の
一
三
四
三
点
、
第
三
次
調
査
に
か
か
る
も
の
二
二
二
八
点
、

計
三
五
七
一
点
の
登
録
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
現
時
点
で
登
録
可
能
な
貸
出
履
歴
・
保
存
処
理
履
歴
に
つ
い
て
も
入
力
作
業

を
行
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
寺
未
幾
）
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ウ
．
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
の
作
成

二
〇
一
七
年
度
よ
り
報
告
書
に
基
づ
く
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
の
作
成
作
業
を
九
州
大

学
考
古
学
研
究
室
と
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
作
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
時
期
を
避
け
な
が
ら
、
二
〇
二
二
年
五
月
一
三
日
か
ら
二
〇
二
三
年
三
月
下
旬

ま
で
に
計
一
四
回
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
調
査
報
告
書
と
照
合
で
き
な
か
っ
た
土
器
・
土

製
品
資
料
約
二
五
〇
点
の
う
ち
、
昨
年
度
未
着
手
だ
っ
た
約
六
〇
点
に
つ
い
て
、
台
帳

化
作
業
な
ら
び
に
作
成
台
帳
の
内
容
見
直
し
を
行
っ
た
。
二
〇
二
三
年
三
月
、
関
係
者

で
協
議
し
、
今
年
度
作
業
の
進
捗
と
来
年
度
の
作
業
内
容
を
確
認
し
た
。

（
宗
像
大
社
文
化
局　

福
嶋
真
貴
子
）

エ
．
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
関
連
す
る
写
真
・
図
面
資
料

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
関
連
写
真
の
整
理
作
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
分
の
ス
ラ
イ
ド

フ
ィ
ル
ム
及
び
焼
付
け
写
真
整
理
登
録
作
業
を
二
〇
二
二
年
二
月
八
日
の
通
算
一
三
四

回
目
に
第
一
九
九
冊
か
ら
着
手
し
、
三
月
二
三
日
の
通
算
一
四
〇
回
目
に
第
二
〇
三
冊

の
途
中
ま
で
行
っ
た
。
内
容
は
第
三
次
調
査
の
現
地
調
査
状
況
や
報
告
書
作
成
の
た
め

の
中
国
大
陸
現
地
調
査
、
沖
ノ
島
の
自
然
と
植
物
で
あ
る
。

当
該
年
度
は
四
月
六
日
の
通
算
一
四
一
回
目
に
第
二
〇
三
冊
の
第
三
次
調
査
の
現
地

調
査
状
況
の
登
録
作
業
に
着
手
し
、
八
月
九
日
の
通
算
一
五
二
回
、
第
二
〇
五
冊
ま
で

の
作
業
を
終
了
し
た
。
内
容
は
第
三
次
調
査
の
現
地
調
査
及
び
報
告
書
作
成
に
伴
う
関

連
調
査
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
宗
像
大
社
蔵
鏡
・
馬
具
の
焼
付
写
真
を
第
三
一
〇
冊

か
ら
三
一
五
冊
と
し
て
整
理
登
録
し
た
。
下
半
期
は
本
作
業
を
中
断
し
た
。

（
宗
像
市
文
化
財
課　

原
俊
一
）

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
学
術
調
査
に
か
か
る
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

二
〇
二
〇
年
か
ら
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
な
お
膨
大
な
量
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後

作
業
を
進
め
る
上
で
管
理
を
容
易
に
す
る
た
め
主
要
な
写
真
ア
ル
バ
ム
八
九
冊
を
ス

キ
ャ
ン
、
P
D
F
作
成
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
一
部
、
特
に
祭
祀
遺
構
に
関
係
の
あ

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
画
像
の
切
り
抜
き
作
業
を
行
っ
た
。

　

図
面
に
関
し
て
は
、
神
宝
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
調
査
報
告

図
」
の
青
焼
き
図
面
の
ス
キ
ャ
ン
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
に

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
委
託
を
受
け
株
式
会
社
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
開
発
研
究
所
が

作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
展
示
さ
れ
て
い
る
実
物
大
の
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
模

型
制
作
の
た
め
、
測
量
お
よ
び
植
生
調
査
を
行
な
っ
た
際
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。

（
岡
寺
未
幾
）

（
二
）
文
献
資
料

二
〇
一
七
年
度
か
ら
継
続
し
て
「
宗
像
清
文
氏
奉
納
文
書
」
の
う
ち
書
簡
・
公
文
書

な
ど
の
一
紙
も
の
の
目
録
作
成
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
年
度

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
ほ
と
ん
ど
作
業
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
年
度
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡
大
や
関
係
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合

に
よ
り
な
か
な
か
作
業
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、一
一
月
か
ら
作
業
を
再
開
し
た（
年

度
内
計
四
度
実
施
予
定
）。
作
業
は
新
修
宗
像
市
史
編
集
作
業
も
兼
ね
て
、
宗
像
大
社

文
化
局
に
加
え
、
九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）、
九

州
歴
史
資
料
館
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。
来
年
度
も
継
続
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。
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（
九
州
国
立
博
物
館　

大
高
広
和
）

（
三
）
経
過
観
察

ア
．「
宗
像
神
社
境
内
」
全
体
に
関
す
る
調
査

宗
像
大
社
沖
津
宮
で
あ
る
沖
ノ
島
、
⼩
屋
島
、
御
門
柱
、
天
狗
岩
の
構
成
資
産
に
つ

い
て
は
、
周
辺
海
域
を
含
め
た
釣
人
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
一
一
回
（
一
月
九

日
、
二
月
一
一
日
、
三
月
一
二
日
、
四
月
一
七
日
、
五
月
三
日
、
七
月
二
日
、
八
月

二
八
日
、
九
月
二
七
日
、
一
〇
月
一
五
日
、
一
一
月
一
九
日
、
一
二
月
一
〇
日
）
実
施

し
た
。
そ
の
内
、
一
〇
月
一
五
日
に
は
各
祭
祀
遺
跡
の
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
。

ま
た
、中
津
宮
で
は
、一
一
月
一
九
日
に
祭
祀
遺
跡
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ

た
。
辺
津
宮
で
は
、
一
〇
月
四
日
に
宗
像
市
市
民
の
会
と
共
に
資
産
の
見
回
り
活
動
を

実
施
、
一
一
月
二
四
日
に
は
祭
祀
遺
跡
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
現
地
調

査
関
係
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

宗
像
市
世
界
遺
産
課　

合
島
賢
二
・
岡
崇
・
池
田
拓
・
髙
村
光
司
郎
・
鎌
田
隆
徳

福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

正
田
実
知
彦

イ
．
宗
像
大
社
沖
津
宮
の
調
査

昨
年
に
引
き
続
き
、
9
号
遺
跡
及
び
10
号
遺
跡
に
お
け
る
遺
物
の
出
土
状
況
に
つ
い

て
、
重
点
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た

金
銅
製
品
は
１
点
に
留
ま
っ
た
も
の
の
、
昨
年
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
た
遺
物
を
再
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
は
遺
跡
内
に
お
け
る
オ
オ
ミ

ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
営
巣
活
動
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
遺
跡
内
を
通
過
す
る
オ
オ
ミ
ズ
ナ

ギ
ド
リ
は
例
年
ど
お
り
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
一
〇
号
東
側
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
金
銅
製
品
の
破
損
や
遺
物
の
移
動
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
台
風
の
通
過
や
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
移
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。

遺
跡
全
体
を
通
じ
て
、
台
風
通
過
に
よ
る
⼩
枝
の
折
損
や
落
葉
に
よ
っ
て
、
地
面
が

覆
わ
れ
、
遺
物
の
出
土
状
況
が
分
か
り
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
⼩
屋
島
・
御
門
柱
・
天
狗
岩
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

ウ
．
宗
像
大
社
中
津
宮
の
調
査

御
嶽
山
祭
祀
遺
跡
で
は
、
昨
年
と
同
様
、
御
嶽
神
社
南
側
の
斜
面
に
お
い
て
、
須
恵

器
片
や
土
師
器
片
の
散
布
を
確
認
し
た
。
そ
の
他
、大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

エ
．
宗
像
大
社
辺
津
宮
の
調
査

下
高
宮
祭
祀
遺
跡
で
は
、
昨
年
と
同
様
、
高
宮
祭
場
周
辺
の
四
ヶ
所
か
ら
、
須
恵
器

片
や
土
師
器
片
の
散
布
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

オ
．
そ
の
他
の
調
査 

・
台
風
に
よ
る
影
響

二
年
連
続
通
過
し
た
台
風
の
影
響
で
、
や
や
衰
弱
し
て
い
た
タ
ブ
ノ
キ
等
の
多
く
が

枯
損
し
、そ
の
影
響
で
祭
祀
遺
跡
内
は
徐
々
に
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
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今
後
は
遺
跡
内
に
も
下
草
が
繁
茂
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
沖
の
島
漁
港
に
お
い
て
は
、
西
側
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
溜
ま
っ
て
い
た
漂
着
ご

み
が
今
回
の
台
風
に
よ
る
高
波
に
よ
っ
て
海
洋
に
放
出
さ
れ
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
沖
の
島
漁
港
東
側
の
の
り
面
裾
部
が
高
波
に
よ
っ
て
削
ら
れ
、
そ
の
土
砂
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
空
洞
部
に
堆
積
し
つ
つ
あ
る
。

・
沖
ノ
島
視
認
調
査

大
島
の
北
側
砲
台
跡
近
く
に
あ
る
ト
イ
レ
の
壁
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
か
ら
、
約
五
〇
㎞

沖
に
浮
か
ぶ
沖
ノ
島
の
視
認
調
査
を
ほ
ぼ
毎
日
、
午
前
午
後
と
実
施
し
て
い
る
。

例
年
通
り
三
月
か
ら
七
月
ま
で
は
、
Ｐ
Ｍ
2
・
5
等
に
よ
る
霞
な
ど
で
見
え
な
い
日

も
多
か
っ
た
が
、
八
月
以
降
見
え
る
日
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
十
月
と
十
二
月
は

く
っ
き
り
見
え
る
日
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宗
像
市
世
界
遺
産
課　

岡
崇
・

福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

正
田
実
知
彦
）

三
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
調
査

三
四
号
墳
は
、
六
世
紀
中
頃
～
後
半
に
築
造
さ
れ
た
円
墳
で
、
現
存
す
る
墳
丘
の
直

径
は
約
十
九
ｍ
、
高
さ
は
約
六
ｍ
で
あ
る
。
墳
丘
周
囲
は
開
墾
に
よ
り
平
坦
に
削
平
さ

れ
て
い
る
。
墳
丘
中
央
部
に
は
幅
三
ｍ
長
さ
六
ｍ
程
度
の
陥
没
が
あ
り
、
石
室
の
南
壁

天
井
石
付
近
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
築
造
当

時
の
規
模
や
周
溝
の
有
無
等
は
不
明
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
、
墳
丘
西
側
崩
落
面
の

図一　2022年沖ノ島視認調査結果
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写真一　三四号墳調査状況

写真二　三四号墳石室内部の状況
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調
査
を
行
い
、
墳
丘
盛
土
と
墓
道
を
確
認
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
は
古
墳
の
規
模
・
形

状
を
確
認
す
る
た
め
、
墳
丘
周
囲
の
ト
レ
ン
チ
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
で
は
周
溝
が
確

認
さ
れ
た
（
写
真
一
）。
周
溝
か
ら
は
須
恵
器
と
土
師
器
の
破
片
が
出
土
し
た
。
須
恵

器
は
甕
が
出
土
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
性
格
不
明
の
遺
構
よ
り
土
師
器
の
集
中
的
な
出
土

が
見
ら
れ
、
坏
、
高
坏
等
が
出
土
し
た
。
土
器
の
年
代
は
六
世
紀
中
頃
を
示
す
。
ま
た
、

墳
頂
部
の
盗
掘
坑
に
関
し
て
腐
植
土
と
崩
落
土
砂
の
除
去
を
行
っ
た
。
崩
落
土
砂
か
ら

は
須
恵
器
と
土
師
器
の
破
片
が
出
土
し
た
。
石
材
が
抜
か
れ
開
口
し
た
右
側
壁
上
部

か
ら
石
室
の
保
存
状
態
を
確
認
し
た
。
一
九
七
七
年
に
報
告
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
石

棚
を
そ
な
え
る
横
穴
式
石
室
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
写
真
二
）。
三
四
号
墳
で
は

二
〇
二
三
年
度
に
調
査
及
び
保
存
修
理
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
二
基
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
一
五
号
墳
と
一
九
号
墳
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
八
年
度
の
確
認
調
査
に
よ
っ
て
一
基
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
度
に
追
加
で
ト
レ
ン
チ
調
査
を
実
施
し
た
。
前
方
部
角
部
の

周
溝
と
考
え
ら
れ
る
溝
状
遺
構
を
検
出
し
た
。
二
〇
二
一
年
調
査
で
は
、
一
五
号
墳
と

一
九
号
墳
の
境
付
近
に
お
い
て
ト
レ
ン
チ
調
査
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
一
九
号
墳
の
墳

頂
部
陥
没
に
つ
い
て
、
腐
植
土
及
び
流
入
土
砂
を
除
去
す
る
調
査
を
行
う
。
一
九
号
墳

の
調
査
は
令
和
五
年
三
月
に
調
査
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
結
果
発
見
さ
れ
た
古
墳
状
の
地
形
に
つ
い
て
確

認
調
査
を
実
施
す
る
。
古
墳
分
布
確
認
調
査
は
令
和
五
年
度
に
継
続
し
て
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
津
市
文
化
財
課　

永
島
聡
士
）

四
　
そ
の
他

（
一
）
宗
像
市
管
内
遺
跡
調
査

光
岡
六
助
遺
跡
・
上
高
宮
古
墳
の
遺
物
整
理
作
業
及
び
浜
宮
貝
塚
の
報
告
書
刊
行
を

行
っ
た
。
光
岡
六
助
遺
跡
は
古
墳
時
代
前
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
、

今
年
度
は
接
合
・
復
元
作
業
及
び
遺
物
実
測
・
ト
レ
ー
ス
図
作
成
を
行
っ
た
。
上
高
宮

古
墳
は
、
宗
像
大
社
辺
津
宮
境
内
に
所
在
す
る
直
径
23
ｍ
前
後
の
円
墳
で
、
長
方
板
革

綴
短
甲
、
蕨
手
刀
子
、
鏡
な
ど
約
3
0
0
点
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
今
年
度
は
、
遺

物
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
及
び
甲
冑
に
つ
い
て
は
九
州
国
立
博
物
館
で
X
写
真
撮
影
し
、
接

合
作
業
を
実
施
し
た
。
浜
宮
貝
塚
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
営
ま
れ
た

海
浜
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
に
か
け
て
3
次
に
わ
た
る

調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
『
浜
宮
貝
塚
Ⅱ
』（
註
）
を
刊
行
し
た
。

（
註
）
豊
崎
晃
史
編
2
0
2
3
『
浜
宮
貝
塚
Ⅱ
』
宗
像
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
83
集

（
白
⽊
英
敏
）

（
二
）
新
修
宗
像
市
史
編
纂
事
業

今
年
度
は
本
編
五
巻
目
（
全
六
巻
）『
祈
り
と
ま
つ
り
』
の
編
さ
ん
を
実
施
し
た
。

内
容
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
に
代
表
さ
れ
る
原
始
・
古
代
の
祈
り
と
ま
つ
り
か
ら
現
代
に
残

る
山
笠
・
宮
座
な
ど
の
伝
統
行
事
、
宗
像
大
社
を
は
じ
め
多
彩
な
宗
教
建
築
、
宗
教
美

術
な
ど
、
宗
像
の
祈
り
と
ま
つ
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
最
新
の
調
査
・
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
白
⽊
英
敏
）
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（
三
）
福
津
市
管
内
遺
跡
調
査

今
年
度
は
三
件
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
概
要
は
、
宮
司
浜
ノ

久
保
遺
跡
第
二
地
点
（
古
墳
～
近
世
・
集
落
）、
津
屋
崎
塩
田
遺
跡
第
四
地
点
（
近
世
～

近
代
・
生
産
）、
在
自
西
ノ
後
遺
跡
第
六
次
（
古
代
末
か
ら
近
世
初
頭
・
集
落
）
で
あ
る
。

（
福
津
市
文
化
財
課　

松
永
通
明
）

（
四
）
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
わ
る
調
査

二
〇
一
九
年
度
年
よ
り
本
遺
産
群
に
関
わ
る
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ
び
そ
の
公

開
を
推
進
す
る
事
業
を
継
続
し
て
い
る
。

今
年
度
は
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
学
術
調
査
関
係
者
の
聞
き
取
り
を
全
六
回
行
っ
て
い

る
。
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
次
年
度
以
降
の
沖
ノ
島
研
究
で
報
告
予
定
で
あ
る
。

第
一
回　

⼩
田
富
士
雄
氏
（
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
聞
取
調
査

日 

時
：
令
和
四
年
六
月
七
日
（
火
）
場
所
：
九
州
歴
史
資
料
館

第
二
回　

⼩
田
氏
・
松
本 

肇
氏 （
元
宗
像
大
社
文
化
財
管
理
局
）
聞
取
調
査

日
時
：
令
和
四
年
六
月
一
六
日
（
⽊
） 

場
所
：
九
州
歴
史
資
料
館

第
三
回　

松
本
氏
聞
取
調
査

日
時
：
令
和
四
年
一
〇
月
一
八
日
（
火
） 

場
所
：
海
の
道
む
な
か
た
館

第
四
回　

⼩
田
氏
聞
取
調
査　

日　

時
：
令
和
四
年
一
一
月
一
〇
日 

場
所
：
⼩
田
氏
自
宅

第
五
回　

⼩
田
氏
聞
取
調
査　

日　

時
：
令
和
四
年
一
一
月
一
六
日 

場
所
：
九
州
国
立
博
物
館

第
六
回　

佐
田　

茂
氏
（
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）
聞
取
調
査

日　

時
：
令
和
四
年
一
一
月
一
〇
日 

場
所
：
宗
像
大
社
神
宝
館

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト　

M
U

N
A

K
A

T
A

 A
RCH

IV
ES

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
の
作

業
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
関
連
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
、
宗
像
大
社
に
関
わ
る
調
査
研
究
（
一
）
考
古
資
料
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
古
文

書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
宗
像
大
社
文
書
は
第
四
巻
の
文
字
デ
ー
タ
作
成
を
行
な

い
、
公
開
に
向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
映
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
宗

像
大
社
所
蔵
の
映
像
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
た
。

ま
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
多
言
語
対
応
を
進
め
る
た
め
、
宗
像
地
域
の
文
化
財
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
掲
載
デ
ー
タ
の
翻
訳
を
実
施
し
た
。
今
後
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
全
体
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
五
）
公
開
講
座
に
つ
い
て

本
遺
産
群
の
価
値
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
遺
産
へ
の
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
調
査
研
究
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
令
和
元
年
（
2
0
1
9
）
度
か
ら

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
公
開
講
座
を
行
な
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
（
2
0
1
9
）
度
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
（
2
0
1
0

－

2
0
1
2
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
探
る
た
め
の
委
託
研
究
の
成

果
に
つ
い
て
行
っ
た
。
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テーマ 講師 会場 開催日

第１回 「沖ノ島祭祀遺跡の調査と成果」 ⼩⽥ 富⼠雄 海の道むなかた館 令和元年7⽉15⽇（祝）

第２回 「宗像・沖ノ島祭祀の実像－古代の祭式からみた沖ノ島祭祀遺跡－」 笹⽣ 衛 海の道むなかた館 令和元年7⽉15⽇（祝）

「古代宗像の渡来⼈」 ⻲⽥ 修⼀

「⽂献史料から⾒た古代豪族宗像⽒の交流」 森 公章

「沖ノ島祭祀の成⽴前史」 武末 純⼀

「沖ノ島出⼟銅⽭と⻘銅器祭祀」 柳⽥ 康雄

「五世紀における⽯製祭具と沖ノ島の⽯材」 篠原 祐⼀

「⽂献からみた古代王権・国家のカミマツリと神への捧げ物」 ⻄宮 秀紀

「⽇本⺠俗学（伝承分析学・traditionology︓the study of traditions）
からみる沖ノ島」

新⾕ 尚紀

「古代神祇祭祀制度の中の宗像社」 加瀬 直弥

「ヤマト王権と沖ノ島祭祀」 ⽩⽯ 太⼀郎

「宗像地域における古墳時代⾸⻑の対外交渉と沖ノ島祭祀」 重藤 輝⾏

「神道史上における沖ノ島の祭祀」 椙⼭ 林継

「国家形成から⾒た沖ノ島」
ウェルナー・シュタインハウ

ス

「宗像の島々︓⼩呂島、沖ノ島、⼤島の歴史と地誌」 服部 英雄

「宗像⼤社の無形⺠俗⽂化財」 森 弘⼦

神話と建築にみる宗像信仰 ⻲井輝⼀郎

「近世宗像郡の寺社建築と宗像社」 ⼭野 善郎

第１回 「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の世界遺産としての価値 ⻄⾕ 正 オンラインのみ 令和２年7⽉23 ⽇（⼟）

第２回 沈没船から読み解く造船技術と航海 佐々⽊ 蘭貞 オンラインのみ 令和２年９⽉19 ⽇（⼟）

第３回 近世宗像郡の寺社建築と宗像社 ― 建築が伝える記憶 ― ⼭野 善郎 オンラインのみ 令和２年10⽉17⽇（⼟）

第４回 中世宗像における宗像三⼥神信仰 河窪  奈津⼦ オンラインのみ 令和２年11⽉14 ⽇（⼟）

第５回 世界から⾒た沖ノ島 ― 祭祀、政治、交易の物語の創造 ― サイモン・ケイナー オンラインのみ 令和２年12⽉19 ⽇（⼟）

第６回 ⽵幕洞祭祀遺跡と沖ノ島祭祀遺跡 禹 在 柄 オンラインのみ 令和3年1⽉16 ⽇（⼟）

第７回 世界遺産の保存管理 ― ⽂化、⾃然、⼈々を中⼼としたアプローチ ― ガミニ・ウィジェスリヤ オンラインのみ 令和3年2⽉20⽇（⼟）

第８回 世界遺産の景観を守る ― 宗像・福津の⾵景 ― 仲間 浩⼀ オンラインのみ 令和3年3⽉20 ⽇（⼟）

第１回 「海の古墳」としての新原・奴⼭古墳群 ⿂津 知克 カメリアホール 令和３年 ７⽉２２⽇（⽊・祝）

第２回 「沖ノ島の奈良三彩」 ⾼橋 照彦 オンラインのみ 令和３年 ８⽉２１⽇（⼟）

第３回 「沖ノ島の鏡」 岩本 崇 オンラインのみ 令和３年 ９⽉１８⽇（⼟）

第４回 「沖ノ島の⾺具を復原する」 桃﨑 祐輔 海の道むなかた館 令和３年１０⽉２３（⼟）

第５回 「沖ノ島の⽟、滑⽯製品を中⼼に」 清喜 裕⼆ 海の道むなかた館 令和３年１１⽉２０⽇（⼟）

第６回 「沖ノ島の紡織具」 東村 純⼦ 海の道むなかた館 令和３年１２⽉１８⽇（⼟）
第７回 「宗像・沖ノ島の武器と武装」 ⿑藤 ⼤輔 海の道むなかた館 令和４年 １⽉１４⽇（⾦）

第８回 「沖ノ島のガラス」
中井 泉、福嶋 真貴⼦、四
⾓ 隆⼆、阿部 善也、加藤
千⾥、村串 まどか

オンラインのみ 令和４年 ２⽉２３⽇（⽔・祝）

第１回 「瀬⼾内航路の神々と倭王権 ―住吉・⼤⼭祇・宗像―」 森⽥ 克⾏ カメリアホール 令和4年7⽉16⽇（⼟）

第２回 「壱岐・対⾺の海洋信仰と祭祀」 堀江 潔 海の道むなかた館 令和4年9⽉10⽇（⼟）

第３回 「古代北陸の航海・境界に関わる祭祀遺跡―寺家遺跡を中⼼に―」 中野 知幸 海の道むなかた館 令和4年10⽉15⽇（⼟）

第４回 「古代瀬⼾内海の島々と祭祀遺跡」 妹尾 周三 海の道むなかた館 令和4年11⽉19⽇（⼟）

第５回 「⽇本の神々と海から考える宗像信仰の意義」 ファビオ・ランベッリ オンラインのみ オンラインのみ

「⽇本近世の航海信仰からみた古代の持衰」 ⼭内 晋次

「南⽅世界の造船・航海術と信仰」  後藤 明

令和2年3⽉14⽇（⼟）コロナにより中⽌

カメリア・ホール

第８回 令和2年1⽉18⽇（⼟）海の道むなかた館

第９回 令和2年2⽉15⽇（⼟）海の道むなかた館

アクロス福岡 令和５年2⽉18⽇（⼟）

第３回 令和元年9⽉7⽇(⼟)カメリア・ホール

第４回 令和元年9⽉21⽇（⼟）海の道むなかた館

第５回 令和元年10⽉26⽇（⼟）海の道むなかた館

第６回 令和元年11⽉16⽇（⼟）海の道むなかた館

第７回 令和元年12⽉7⽇（⼟）

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

第６回

第１０回

表１　世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群公開講座

（令和元（2019）年度から令和四（2022）年度）

※過去の公開講座はすべて MUNAKATA ARCHIVES・YouTube で動画を公開しており、下記より閲覧可能。

https://www.munakata-archives.asia/ https://youtube.com/@okinoshimaheritage5116
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令
和
二
年
（
2
0
2
0
）
度
は
、
本
遺
産
群
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
、
国
際
的

な
価
値
と
保
存
管
理
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
。

令
和
三
年
度
（
2
0
2
1
）
度
は
「
沖
ノ
島
祭
祀
と
人
の
関
わ
り
」
と
い
う
観
点
か

ら
「
古
墳
群
」
や
「
奉
献
品
」
の
考
古
遺
跡
に
焦
点
を
あ
て
講
座
を
行
な
っ
た
。
特
に
、

奉
献
品
に
つ
い
て
の
報
告
で
は
、
い
く
つ
も
の
最
新
の
知
見
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
講
座

で
は
事
前
に
講
師
が
実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
る
奉
献
品
を
前
に
、
そ
の
み
ど
こ
ろ
を
解

説
す
る
「
解
説
動
画
」
の
制
作
を
行
っ
た
。

令
和
四
年
度
（
2
0
2
2
）
は
、
特
別
研
究
事
業
と
連
携
し
て
「
海
と
人
々
の
関
わ

り
」
を
テ
ー
マ
に
海
の
信
仰
に
関
わ
る
遺
産
に
つ
い
て
国
内
外
の
事
例
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
第
10
回
の
講
座
は
中

止
と
な
り
、
令
和
二
年
度
は
録
画
配
信
に
特
化
し
た
形
で
行
っ
た
。
令
和
三
年
度
は
感

染
状
況
を
み
な
が
ら
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
令
和
四
年
度
は
全
て
対
面
で
の
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

全
て
の
講
座
に
つ
い
て
は
録
画
をM

U
N

A
K

A
T

A
 A

RCH
IV

ES 

、
本
遺
産
群
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。（

岡
寺
未
幾
）
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